
第4回検討委員会における「拠点の軸」・背景と役割の相関図

新たな社会のため 災害文化の拠点

拠点の軸として「何を目指すのか」

東日本大震災をはじめとする災害の経験を活かし、災害とともに生きる社会のあり方を「災害文化」として、多様な
主体とともにその時代にふさわしい形で継承・創造し、災害文化を持つ都市・仙台としてのアイデンティティを構築
するとともに、そこで得た知見を国内外に発信する。
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